
○ 県内市町村における差別解消条例の制定状況 

制定済  （ 35全市町村 ） 
 市町村 条例名 施行月 

1 山 形 市 山形市障がいを理由とする差別の解消の推進に関する条例 H29.４ 

2 米 沢 市 米沢市障がいのある人もない人も共に生きるまちづくり条例 H31.４ 

3 鶴 岡 市 鶴岡市障害を理由とする差別解消の推進に関する条例 R２.４ 

4 酒 田 市 酒田市障がいのある人もない人も共に生きるまちづくり条例 R２.４ 

5 新 庄 市 新庄市障がいのある人もない人も共に生きるまちづくり条例 R３.３ 

6 寒河江市 寒河江市障がいのある人もない人も共に生きるまちづくり条例 R５.４ 

7 上 山 市 上山市障がいのある人もない人も共に生きるまちづくり条例 R３.３ 

8 村 山 市 村山市障がいのある人もない人も共に生きるまちづくり条例 R３.12 

9 長 井 市 長井市障がいのある人もない人も共に生きるまちづくり条例 H31.４ 

10 天 童 市 天童市障がいのある人もない人も共に生きるまちづくり条例 R４.４ 

11 東 根 市 東根市障がいを理由とする差別の解消の推進に関する条例 R元.６ 

12 尾花沢市 尾花沢市障がいのある人もない人も共に生きるまちづくり条例 R３.３ 

13 南 陽 市 南陽市障がいのある人もない人も共に生きるまちづくり条例 R３.４ 

14 山 辺 町 山辺町障がいのある人もない人も共に生きるまちづくり条例 R５.４ 

15 中 山 町 中山町障がいを理由とする差別の解消の推進に関する条例 R３.12 

16 河 北 町 河北町障がいのある人もない人も共に暮らせるまちづくり条例 R２.４ 

17 西 川 町 西川町障がいのある人もない人も共に生きるまちづくり条例 R３.９ 

18 朝 日 町 朝日町障がいのある人もない人も共に生きるまちづくり条例 R５.３ 

19 大 江 町 大江町障がいのある人もない人も共に生きるまちづくり条例 R５.３ 

20 大石田町 大石田町障がいのある人もない人も共に生きるまちづくり条例 R４.４ 

21 金 山 町 金山町共に障がいのある人もない人も生きるまちづくり条例 R３.４ 

22 最 上 町 最上町障がいのある人もない人も共に生きるまちづくり条例 R４.３ 

23 舟 形 町 舟形町障がいのある人もない人も共に生きるまちづくり条例 R３.４ 

24 真室川町 真室川町障がいのある人もない人も共に生きるまちづくり条例 H30.12 

25 大 蔵 村 大蔵村障がいのある人もない人も共に生きるまちづくり条例 R３.４ 

26 鮭 川 村 鮭川村障がいのある人もない人も共に生きるむらづくり条例 R４.４ 

27 戸 沢 村 戸沢村障がいのある人もない人も共に生きるまちづくり条例 R２.９ 

28 高 畠 町 高畠町障がいのある人もない人も共に生きるまちづくり条例 R２.４ 

29 川 西 町 川西町障がいのある人もない人も共に生きるまちづくり条例 H29.６ 

30 小 国 町 小国町障がいのある人もない人も共に生きるまちづくり条例 R２.４ 

31 白 鷹 町 白鷹町障がいのある人もない人も共に生きるまちづくり条例 R２.４ 

32 飯 豊 町 飯豊町障がいのある人もない人も共に生きるまちづくり条例 H29.12 

33 三 川 町 三川町障害を理由とする差別解消の推進に関する条例 R３.３ 

34 庄 内 町 庄内町障がいのある人もない人も共に生きるまちづくり条例 R４.４ 

35 遊 佐 町 遊佐町障がいを理由とする差別の解消の推進に関する条例 R４.４ 

 ※ 令和５年４月１日に県内全市町村が条例施行          R5.6 現在障がい福祉課調べ 
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～読書が困難な方に本を読むよろこびと役に立つ情報を～ 

 

 

 

 

山形県立点字図書館は、令和６年４月１日より「山形県視覚障がい者情報センター※１」

となりました。 

山形県視覚障がい者情報センターでは、視覚に障がいのある方等がより多くの情報

を手に入れるお手伝いをしています。 

※１ 通称として 

 

こんな仕事をしています！ 

 ○点字図書や録音図書の製作、貸出 

 ○視覚障がい者ネットワークシステム「サピエ」の利用促進 

○視覚に障がいのある方の相談対応（日常生活や福祉機器に関すること 等） 

 ○個人の本や資料などの点訳、音訳 

 ○個人の本や資料などの対面朗読 

 ○点字や音声による新聞情報の提供   等々 

  

 

 

 

 

 

利用の流れ 

 図書の貸出やサピエの利用には、視覚障がい者情報センターへの登録が必要です。 

視覚障がい、肢体不自由、知的障がい、その他障がいにより視覚による表現認識に

困難があると認められる方が登録できます。登録は電話や郵便で行うことができます

ので、ご希望の方は下記お問合せ先へご連絡ください。 

 

 

 

 

 

 

山形県視覚障がい者情報センターをご存知ですか？ 
（山形県立点字図書館） 

＊サピエとは、視覚などの障害により活字図書の利用が困難な方を対象に、インターネッ

トにより、録音図書等のデータをはじめ、暮らしに役立つ身近な情報などを提供している

ネットワークで、約 5万タイトルの図書データを所蔵しています。 

【お問合せ先】 

山形県視覚障がい者情報センター 

〒990-0031 山形市十日町１－６－６ 

電 話 023-631-5930 

ＦＡＸ 023-627-1118 
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相談事業について 
（１）障がいを理由とする差別に関する相談窓口 

○障がいを理由とする差別に関する相談窓口を障がい福祉課内に設置し、
職員が相談者への助言や関係者間の調整などを行っています。 

 
 
 
 
 
○内閣府においても相談窓口を設置し、障害者差別解消法に関するご相談

を適切な相談機関と調整し、取り次ぎ等を行っています。 
 
 
 
 
 
 
 

（２）身体障害者相談員・知的障害者相談員 
○身体障害者福祉法又は知的障害者福祉法に基づき市町村から委嘱を受け、

地域の障がい者が日常生活を送る上でのさまざまな相談に応じ、更生に
必要な援助を行っています。 

 
 

（３）障がい者 110 番事業 
○障がい者が自立し豊かで安定した生活ができるよう支援するための相談

窓口を、社会福祉法人山形県身体障害者福祉協会内に設置し、専任相談員
が対応しています。 
  
 障がい者１１０番専用ダイヤル 

023‐687‐5333（電話・FAX 兼用） 

月曜日～金曜日 8：30～17：00（祝日・年末年始除く） 

 

障がいを理由とする差別に関する相談 

電話 023‐630‐3303 FAX 023‐630‐2111 

月曜日～金曜日 8:30～17:15（祝日・年末年始除く） 

つなぐ窓口 

電話 0120-262-701 

週７日 10:00～17:00（祝日・年末年始除く） 

メール info@mail.sabekai-tsunagu.go.jp 
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山形県は、ヘルプマークの普及に取り組んでいます

山　形　県



●山形県では、下記の場所でヘルプマークを必要とする方に配布します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成30年９月から配布開始）

　　◎ 山形県　健康福祉部 障がい福祉課

　　◎ 山形県　各総合支庁

　　　 　村山総合支庁　地域健康福祉課

　　　 　最上総合支庁　地域保健福祉課

　　　 　置賜総合支庁　地域保健福祉課

　　　 　庄内総合支庁　地域保健福祉課

　　◎ 各市役所・各町村役場 障がい福祉担当課　ほか

（問合せ先）山形県 健康福祉部障がい福祉課 障がい者活躍推進担当／電話 023-630-2293



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山形県では、ヘルプマークの普及に取り組んでいます。 

ヘルプマークの普及に御協力いただける企業団体を、広く募集しています。 

知っていますかヘルプマーク 

障がいなどの理由から、援助や配慮が必要
であることを、周囲に知らせるマークです 
ヘルプマークをつけた方を見かけたら、思
いやりのある行動をお願いします。 

どこでもらえるの？ 

県庁や市町村の窓口で、必要とす
る方に無償で配布しています 

 

 

・「ヘルプマークパートナーシップ企業認定証」を交付します。 

・ポスターやリーフレット等は、県で支給します。 

・御協力いただいた企業・団体名を県のホームページで紹介します。 

 (効果の高い PR の模様は、写真つきで紹介します。) 
 

・企業名の入ったシールをヘルプマークの包装に貼付して配布します。 

 (寄附企業団体のみ) 

 
 
 

① 普及啓発への協力（ポスター掲示等） 
ヘルプマークのポスターを掲示し、リーフレットを配布する。社内報などでヘルプマークの PR
を掲載する。・・・ ヘルプマークの PRであれば何でも！！ 

② 作成及び配布への寄附 
山形県のヘルプマークは、企業・団体の皆様からの寄附で作成され、必要とする方に配布し
ています。御理解と御協力をお願いします。 

   ※  ①と②のどちらか（又は両方）の協力をお願いします。  
  

 ヘルプマークパートナーシップ企業の取組みは？ 

 申請用紙によりお申込み下さい。 
 詳しい内容のお問い合わせは  
  山形県障がい福祉課 担当  TEL 023-630-2293 
               FAX 023-630-2111  

 認定のメリットは？ 











農福連携
の　う　 ふ　く　 れ　ん　 け　い

①まずは作業体験会を開催し、不安解消
②障がい者施設の職員が農作業に同行し、サポート
③農作業委託に必要な農作業の細分化、難易度評価など、　
　農福連携推進センターがアドバイス

まず一度「山形県農福連携推進センター」へご相談ください!!
村山・最上・置賜地域 023-630-2203（県健康福祉部障がい福祉課内）

庄内地域 0235-66-2174（庄内総合支庁地域保健福祉課内）

今、おこなっている農作業
障がい者施設にお願いしてみ

ませんか？
今、おこなっている農作業
障がい者施設にお願いしてみ

ませんか？
農作業

障がい者施設

はじめよ
う！

いろんな農作業を行っています。

など

水稲苗運び、苗箱洗い／野菜の収穫、除草、出荷作業
果樹の摘果、収穫、出荷作業、剪定枝集め／各種箱作り

ポイントおすすめ

※農福連携とは…障がい者等が農業分野で仕事をすることを通じ、
自信や生きがいを持って社会参画を実現していく取組です。障
がい者等の就労や生きがいづくりの場を生み出すだけでなく、
農業分野の新たな働き手の確保につながる可能性もあります。

「はじめは不安でしたが、一生懸命に
作業をしてくれて助かっています。
今ではなくてはならない戦力です」

農家さんの 声



見え る  世界

　２０２２年度より２年間、山形県立山形盲学校（以下、盲学校）

の児童と、東北芸術工科大学 総合美術コース（以下、芸工大）

の学生が交流し、創作活動の実践を行う場を継続しています。

今回は、【「ら・ら・ら」な世界をひろげよう】と題して、２回のワー

クショップを行い、盲学校と芸工大の参加者が対話しながら、

手で触れて感じたり想像したりして、あったらいいな、面白

そうと思ったカタチを自由に作ってみました。

〇展示のためのワークショップ参加者
　山形県立山形盲学校 小学部５名・中学部４名
　東北芸術工科大学 総合美術コース９名
〇展示ワークショップ企画・ディレクション
　石沢惠理（東北芸術工科大学専任講師、アートワークショップデザイナー）

主催：やまがたアートサポートセンターら・ら・ら
協力：（第一部）山形県立山形盲学校　東北芸術工科大学 総合美術コース
　　　（第二部）社会福祉法人わたぼうしの会たんぽぽの家アートセンターHANA　一般財団法人たんぽぽの家　NPO法人輝色
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2022年度ワークショップ風景

〇体験コーナー（会期中いつでも参加OK）

「ら・ら・ら」な世界をひろげよう
　ザラザラ、ツルツル、さまざまな質感の素材が
壁一面に広がる「ぎゃらりーら・ら・ら」。手で触
れて、形や大きさ、質感を感じて「ら・ら・ら」
の世界を広げてみよう。シールやスポンジなどで
好きな形を作って壁や窓を楽しく変身させましょう！
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展覧会情報
事前にナビレンスアプリを
ダウンロードしてください。



　アートとケアとテクノロジーの可能性を広げるプロジェクト

「Art for Well-being」（文化庁／一般財団法人たんぽぽの家）

の中から、ＡＩが生成した画像をモチーフに描いた、たんぽぽの家

アートセンターＨＡＮＡのアーティスト十亀史子（そがめふみこ）
さんの作品展示とプロジェクトの紹介を行います。また、目の見

えない・見えにくい方を支援する当事者団体のＮＰＯ法人輝色に

所属するアーティスト 蜻蛉（とんぼ）さんによる、ＡＩを利用して、
言葉によるユーモアや皮肉のある世界（生成画像）を作り、それ

に対してツッコ

ミを入れる、一

連の表現をご紹

介します。人が

考えて楽しさを

見出したり、創造したりすることの大切

さを感じていただければと思います。

〇体験コーナー

1.「ら・ら・ら」な世界をひろげよう
　   （第一部から継続 )

2.  AIを使って創作してみよう
　会場内のタブレットを使い、AIを使って画像を生成して、
それを下絵に絵を加えたり、ツッコミ文を考えてみよう。

人
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

ア
ー
ト

「ミーティングルーム」　蜻蛉／2023年作品

社会福祉法人愛泉会では、２０１１年に「ぎゃらりーら・ら・ら」を開設、山形県の事業として、２０１６年「やまがた
障がい者芸術活動推進センター」、２０２０年「やまがたアートサポートセンターら・ら・ら」を設置し、山形県内
の障害のある人の芸術活動の普及支援として、「相談支援」「人材育成」「ネットワークづくり」「発表機会の
創出」「調査発掘・発信」に取り組んでいます。活動を通して、多様性の理解促進をはかり、新たな価値創造
の発信を続け、互いに尊重し理解しあえる包容力のある地域社会創造のため活動しています。

会場
お問い合わせ先

「スペルは違えど、カタカナにすれば
皆同じ！　ということで、部屋に肉を
ばら撒いてみた。掃除が大変だ。」

十亀史子さんの制作風景（写真：衣笠名津美）まじりわ
ひろがり

と
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と

の

と
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ほじょ犬を同伴してぃても、みなさまのサポートを必要とする場面
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介助犬

ほじょ犬が通路をぶ、さぐ等の状況をユーザーが気付いていない場
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目的/良質な補助犬を育成して、障害のある方の自立と社会参加の促進に寄

与することを目的とした法律です。(法第1条)

定義/補助犬は、認定を受けだ盲導犬」「介助犬.,聴導犬」の3種類の総称です。

6去第2条)

訓練・認定/定められた訓練施設において、障害のある方の状況に応じた訓

練を行い、良質な補助犬を育成し、指定された法人により「認定」を受けてぃま

す。(法第3、帽条)

使用者/補助犬を同伴して施設等を利用するときは、補助犬である旨を表示

しています。また、使用者は自ら補助犬の行動を適切に管理し、補助犬の体を

清潔に保っています。(法第12、 13、 22条)

施設等の利用/不特定多数の人が利用する施設等では、使用者が補助犬を同

伴することを拒むことはできません。 C去第7、 8、 9条)

^

高L

病院・ホテル

ほ

みなさま

しょけんほう

す

カ、(ほ

111「】111""1111"1111""""Ⅱ」1"""""111111"

^

けん

↓ ^

"N

ほじょ犬への接し方

才,ι 1

もし

^

..

図食べ物を与えないようにしましょう。
さ二うき ひ L、

団気を引く行為は避けましょう。
●'ネもあ1.,.

図温かく見守りましょう。 ,

けん

た

、
^

くんれ人にんてし

も0

しえん

π

^

せっ

^

あ,、

.

設

紗
,

、
上、' 、

0阜
、
゛

@
゛

イ

1
i

こ1め

の
た

方
る

る
ナ1

あ
広

の
を 1

●

イ

/
,
、

ι
゛
秀
、

釜
=
加

U

r
C
 
障
参会

'

士

一

し
ネ

-
 
1
'

ノ

皐

イ

、

ノ
一
'
、

【
,
し

、

コ
リ
J
 
/
"
ノ

卑

ノ ,
、
一
、

゛

J

、゙

ー
:
、
,

弌

ノ

'

ノ

一
叉

1

J

.

イ

,

ナ

一
一
ノ
,
;
=
、

'
イ
「
'
ず
.
」
ー
"
ー
ミ

J
'

、
、
,
 
i
●
 
1
 
'

ノ
＼
~
、
、
-
L
、
、
^
、
、
^

f
ゞ

゛
.

ノ

風

J
 
゛
冒

、

'
゛

●
、
-
 
J
 
,

1

◆
.
゛
'
「

4
/
r
L
 
/
"

、

、
ー
ー、

゛

r

々3

ほ
、
、
/

ん
、

じ

補

肌
犬
 
3

r
.
一

、
、

悟

}
ー

0

ハ口

ι
、
、

ん
、釜

郎
'
゛

.
'
.

、

、

、
ノ
、
、

障休身

ヘ


